
歴楽FUNAKI

船城地区地域史講座

歌道谷村を通った伊能忠敬

『文化十一年二月一日天文通行書上』を読む



歌道谷に残る古文書

『天文通行書上』



『天文通行書上』
文化十一年（1814）戌二月一日 丹波氷上郡歌道谷村

表紙



江
戸
幕
府
の
お
役
人
が
来
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、

村
の
様
子
を
書
き
上
げ
て
報
告
す
る
た
め
作
成
し
た
帳
面
で
す
。

最
初
に
、

お
米
の
取
れ
高
（年
貢
の
対
象
と
な
る
収
穫
量
）を

「百
四
十
九
斗(

（マ
マ
、
石
カ
）)

二
斗
二
升
五
合
」と
記
し
、

領
主
が
「武
田
兵
庫
（守
）」

と
書
い
て
い
ま
す
。



武田信玄の異母弟・信実

生前、信実のもとに篠瀬某という者が家康の命に背いて逃げ込んできた。

のち許されて帰るとき、家康が鷹狩を好むことを聞いた信実は、

篠瀬に鷹を２羽持たせてやった。

このことで家康は信実に好印象を持つことになる。

天正十年（１５８２）に武田勝頼が倒されたのちに、

家康は篠瀬某に命じて信実の子孫を探させ、子の信俊を召し出した。

関ヶ原や大坂の陣にも参戦する。

信俊の孫、信貞

元禄十年（１６９７）には所領がすべて丹波に移される。



武田兵庫
源氏 本国甲斐
丹波国桑田・舩井・天田・何鹿・氷上内五千三百石余
初代信俊は、晴信の弟信実の子、二代まで川窪姓を称した

①信俊 与左衛門
大番頭

②信雄 越前守 寛永三年相続
書院番組頭、小姓組番頭

③信貞 兵庫頭 寛永十六年相続
書院番頭、大番頭

④信喜 主膳 宝永七年相続
⑤信胤 主馬 正徳二年相続
⑥信村 越前守 元文元年相続

大番頭、駿府城代
⑦信親 河内守 安永八年相続

小普請支配、小姓組番頭

⑧信徳 和泉守 文化四年相続

西丸新番頭、西丸小姓組番頭
⑨信禄 兵庫 天保十三年相続
⑩信敬 兵庫 嘉永元年相続 『徳川旗本八万騎人物系譜総覧』（新人物往来社）



次
に
、
家
の
数
を
「三
十
二
軒
」と
書
い
て
い
ま
す
。



そ
し
て
、
村
の
「長
さ
」を
、

集
落
（居
村
）と
野
間
に
分
け
て
記
し
て
い
ま
す
。



そ
れ
か
ら
、
「隣
村
と
方
角
」に
つ
い
て
。

東
は
石
才
村
・新
才
村
、

北
は
長
見
村
、

戌
亥(

い
ぬ
い)―

即
ち
北
西
に
天
王
村
、

西
は
野
山
村
、

南
は
坂
村

と
接
し
て
い
る
こ
と
を
、
距
離
と
と
も
に
書
い
て
い
ま
す
。



第
三
ペ
ー
ジ
に
は

「三
王
権
現
（山
王
権
現
）」を
祀
っ
て
い
る
事
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

「正
一
位
」と
い
う
神
様
の
位
も
書
き
加
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
寺
院
で
は
な
い
が
お
堂
は
あ
る
、
と
い
う
意
味
で

「観
音
堂
」の
事
も
記
し
て
い
ま
す
。



宝永元年（1703）に正一位を授けられた



山王権現は現在の船城神社



第
三
ペ
ー
ジ
の
終
わ
り
に
は
「名
所
旧
跡
」、

第
四
ペ
ー
ジ
の
は
じ
め
に
は
「古
城
跡
」に
つ
い
て

「無
御
座
候(

ご
ざ
な
く
そ
う
ろ
う)

」と
し
た
う
え
で



遠
望
で
き
る
山
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
。

「稲
塚
村

千
丈
ケ
嶽
」、

北
に
「油
良
村

雲
岩
山
」。

南
は
「奥
山
」で
、
こ
れ
は
「石
負
村
山
境
〆
迄
」と
あ
り
、

石
生
村
と
の
境
の
山
ま
で
を
そ
の
よ
う
に
呼
称
す
る
と
の
こ
と
。

西
に
は
「き
ょ
う
の
岩
」と
伝
え
申
す
岩
峰
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。



最
後
に

「
右
之
通(

み
ぎ
の
と
お
り)

相
違(

そ
う
い)

無
御
座
候(

ご
ざ
な
く
そ
う
ろ
う)
」、

つ
ま
り
「
こ
の
通
り
で
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

村
の
様
子
を
記
し
た
箇
所
を
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。



「
文
化
十
一
歳
戌
ノ
二
月
二
日

御
通
行
」と
あ
り
ま
す
の
で
、

１
８
１
４
年
戌
年
２
月
２
日
の
通
行
の
た
め
に
こ
の
記
録
を
作
成
し
た
こ
と
、

記
述
し
た
の
は
「
歌
道
谷
村

庄
屋

孫
右
衛
門
」で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

孫
右
衛
門
の
名
の
下
に
「
判
」
と
あ
る
の
は
、

幕
府
に
差
出
し
た
ほ
う
の
文
書
に
は

孫
右
衛
門
の
印
鑑
を
捺
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。



村
に
つ
い
て
の
記
述
は
第
四
ペ
ー
ジ
ま
で
で
す
が
、

帳
面
で
は
第
五
ペ
ー
ジ
を
加
え
、
さ
ら
に
詳
し
い
記
述
を
残
し
て
い
ま
す
。

興
味
深
い
の
は
一
行
目
の

「右
の
通
り
、
こ
の
た
び
側
量
御
用
と
し
て
通
行
な
さ
れ
候
」の
箇
所
で
す
。

正
し
く
は
「測
量
」で
す
が
、
「側
量
」と
書
い
た
上
で

「シ
ヨ
ク
リ
ヤ
ウ
」と
フ
リ
ガ
ナ
を
ふ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
幕
府
の
天
文
方
に
所
属
す
る
偉
い
お
役
人
様
が
た
が

通
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
た
け
れ
ど
、

「測
量
」と
は
何
か
、
今
ひ
と
つ
理
解
し
が
た
か
っ
た
、
少
し
困
惑
し
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
般
に
は
、
幕
府
が
土
地
を
調
べ
る
と
い
う
の
は
検
地
の
時
や
、
隣
村
と

の
境
界
で
裁
判
に
な
っ
た
時
な
ど
で
あ
り
、
た
だ
単
に
村
や
道
の
長
さ
を

測
る
と
い
う
の
は
、
珍
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。



そ
の
他
、

実
際
の
通
行
の
一
週
間
ほ
ど
前
に
は
「
先
触
れ
」が
あ
っ
た
こ
と
、

歌
道
谷
村
の
前
と
後
の
宿
舎
と
な
っ
た
家
の
こ
と
に
加
え
、

伊
能
忠
敬
だ
け
で
な
く
、

今
泉
又
兵
衛
、
門
谷
清
次
郎
、
尾
形
鎌
次
郎
も
通
行
し
た
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。



伊能忠敬の記した
『測量日記』



こ
れ
ま
で
は
、
村
の
記
録
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

伊
能
忠
敬
の
ほ
う
も
『
測
量
日
記
』を
記
し
て
い
ま
す
。

歌
道
谷
村
を
通
行
し
た
の
は
、

第
八
次
測
量
（九
州
第
二
次
測
量
）の
時
、

種
子
島
な
ど
の
島
々
や
九
州
北
部
を
測
量
し
た
後
、

姫
路
か
ら
北
上
し
て
、
西
脇
～
生
野
～
福
知
山
～
宮
津
を
経
て

京
都
に
着
く
ま
で
の
間
の
こ
と
で
し
た
。

文化十一年（1814）伊能隊 測線

文化八年（1811）伊能隊 測線

文化十一年（1814）手分隊 測線



測
量
日
記

第
二
十
五
巻

文
化
十
一
年
二
月
一
日

宿
泊
地
：
小
多
利
村

天
体
観
測
：
な
し

特
記
事
項
：
昼
休

国
料
村
（本
陣
庄
屋

半
太
夫
）

宿
舎
：
由
良
新
左
衛
門
、
忠
吉
、
藤
左
衛
門

文
化
十
一
年
二
月
二
日
（１
８
１
４
年
３
月
２
３
日
）

曇
天
又
小
雪

六
ツ
時
小
多
利
村
出
立

亀
山
領
大
多
利
村
内
黒
井
村
追
分

一
昨
晦
日
残
置
井
印
初

石
負
道
を
測

国
料
川
仮
橋
二
十
四
間

同
多
田
村

同
黒
井
村
主
残
迄
三
十
二
町
二
十
四
間

此
よ
り
兵
主
神
社
に
打
上

式
内
兵
主
神
社

祭
神
大
己
貴
命

祭
九
月
十
日

右
に
大
神
宮
、
左
に
春
日
社
、
奥
に
影
向
石
と
云
あ
り

其
石
上
に
槻
の
大
木
纏
着
て
苔
む
し
た
り

当
社
よ
り
疱
瘡
守
出
つ
る

別
当
古
義
真
言
宗
神
光
寺

右
の
方
に
古
城
跡
あ
り
、
古
城
山
と
云
、
赤
井
悪
右
衛
門
居
城

明
智
光
秀
責
落

黒
井
村

岸
四
郎
右
衛
門

昼
休







又
主
印
初

同
領
平
松
村
、

亀
山
領
武
田
兵
庫
知
行
所
朝
日
村
、

柏
原
領
石
細
村
、

武
田
兵
庫
知
行
所
歌
道
谷
村
、

柏
原
領
坂
村
、

同
領
北
野
村
、

九
鬼
和
泉
守
領
石
負
村
、

石
負
町
入
口
追
分
（正
月
十
日
柏
原
よ
り
測
量
に
繋
置
）碑
に
繋

（一
里
十
町
五
十
二
間
街
道
合
二
里
七
町
十
六
間
一
尺
）

伊
能
忠
敬
側
の
記
録
に
も
は
っ
き
り
と
「歌
道
谷
村
」と
あ
り
、

確
か
に
測
量
隊
が
歌
道
谷
村
を
通
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。



止
宿
：
同
前
（土
田
太
郎
右
衛
門
、
土
田
栄
助
）

出
迎
：
織
田
出
雲
守
内
・中
原
金
右
衛
門
、
浜
路
万
助
、

大
庄
屋
・芦
田
源
五
郎
、

町
頭
・土
田
新
左
衛
門
、
町
頭
・孫
九
郎
、

黒
井
村
大
庄
屋
・岸
覚
右
衛
門
、

小
多
利
村
止
宿
・由
良
新
左
衛
門
、

笹
山
領
御
用
掛
追
入
村
庄
屋
・又
左
衛
門
、

笹
山
領
御
用
掛
石
住
村
庄
屋
・祐
左
衛
門
、

亀
山
領
氷
上
郡
村
々
総
代
棚
原
村
・六
郎
右
衛
門

文
化
十
一
年
二
月
三
日

晴
天

六
ツ
時
柏
原
町
出
立

同
所
京
都
但
馬
道
追
分

正
月
九
日
打
止
残
柏

印
よ
り
初

京
都
道
側

本
町
八
幡
宮
前
社
印
迄
（イ
五
十
七
間
）

此
よ
り
八
幡
へ
打
上

（
中
略
）

八
ツ
時
追
入
村
着

本
陣
・喜
蔵
、
脇
・辰
蔵

宿
舎
に
つ
い
て
の
記
録
も

歌
道
谷
村
の
帳
面
と

照
合
で
き
ま
す
。



丹波市における
伊能忠敬研究と

歌道谷村『天文通行書上』
の意義



丹波市における伊能忠敬研究

奥谷高史氏の『丹波の古道』

横川淳一郎氏の「伊能忠敬と氷上郡」
（『丹波史』第十号・平成二年六月一日発行・丹波史懇話会）

同氏の『伊能忠敬 丹波（兵庫）を歩く』（平成十三年四月発行・丹
波新聞社）

などで、地域に残る様々な古文書や記録などが、

これまでに紹介され、考察されています。



青
垣
町
遠
坂
の
生
田
家
文
書

『
測
量
御
役
人
御
通
行
帳
』よ
り

「先
触
れ
」

一
つ
は
、
文
化
十
年
十
二
月
十
八
日
、

作
州
（岡
山
県
津
山
市
付
近
）か
ら
出
さ
れ
た
も
の

遠
坂
に
は
翌
文
化
十
一
年
の
正
月
六
日
に
来
た



文化十一年（1814）伊能隊 測線

文化八年（1811）伊能隊 測線

文化十一年（1814）手分隊 測線

当
月
下
旬
、
播
州
姫
路
相
越
、
夫
ゟ
、
来
戌
正
月
三
日
頃
同
所
出
立
、

仁
豊
野
（に
ぶ
の
、
姫
路
廣
峯
神
社
北
部
）
、
酒
見
（加
西
市
北
条
）
、

妙
楽
寺(

明
楽
寺
）
、
坂
本
（西
脇
市
）
、
牧
新
町
、

丹
州
和
田
、
栢
原
、
氷
上
方
町
、
佐
治
、
遠
坂
、

矢
名
瀬
、
〈…

略…

〉
湯
嶋
（城
崎
）
迄

相
測
候

〈…

略…

〉



一
、
惣
人
数
・上
下
十
八
人
之
内
手
分
ニ
而
相
越
、
未
人
数
不
定
候

止
宿
等
、
差
支
無
之
様(

さ
し
つ
か
え
こ
れ
な
き
よ
う)

、

泊
所
ニ
而
、
夜
分
星
測
有
之
候
ニ
付
、

南
北
見
晴
之
場
所
・
十
坪
計
用
意
可
有
之(

こ
れ
あ
る
べ
き)

候

泊
日
限
等
ハ
、
雨
天
其
外
御
用
調
ニ
而
逗
留
も
有
之
間
、

途
中
ゟ
追
々
可
達
候

一
、
賄
方
之
義
、
休
泊
共
御
定
之
木
銭
・米
代
、
相
払
候
間
、

所
ニ
有
合(

あ
り
あ
わ
せ)

候
品
ニ
而
、

一
汁
一
菜
之
外
、
可
為
無
用
候

〈…

略…

〉

一汁一菜とは

・主食（白米や玄米や雑穀米）

・汁もの（味噌汁等）一品

・菜（おかず、惣菜）一品

・「香の物」（＝漬物類）を
添えることもある

江戸時代中期の岡藩(大分県)の儒
者、関一楽(せきいちらく)の著書「冥
加訓(みょうがくん)」に記された「一
汁一菜」を再現し、2018年11月9日、
試食会を開催した



も
う
一
つ
の
先
触
れ
は
、

文
化
十
一
年
正
月
七
日
に
も
届
い
た

明
後
四
日
、
播
州
姫
路
出
立
、

左
之
泊
順
ニ
相
越
候
条
、
得
其
意(

そ
の
い
を
え)

、

宿
、
用
意
可
有
之
候
。

尤(

も
っ
と
も)

、
上
下
十
三
人
相
越
候

〈…
略―

泊
順
の
記
述
あ
り
〉

先
達
而(

せ
ん
だ
っ
て)

相
触
候
通
、

村
々
書
上
、
持
参
前
泊
江
不
遅
様(

お
く
れ
ぬ
よ
う)

罷
出(

ま
か
り
い
で)

可
被
申(

も
う
さ
れ
る
べ
き)

候
。

泊
村
ゟ
間
之
村
々
江
、

通
達
可
被
致(

つ
う
た
つ

い
た
さ
れ
る
べ
き)

候
、
以
上
。

実
際
の
人
数
が
十
三
人
に
な
っ
た
こ
と
、

村
ご
と
の
「書
上
」は
遅
れ
な
い
よ
う
に
前
泊
地
に
持
参
す
る
こ
と
、

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。



歌道谷村に先触れが届いたのは1月26日



六
日
の
先
触
れ
と
と
も
に

「書
上
帳
雛
形
一
通
が
廻
っ
て
き
た
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

歌
道
谷
村
の
書
上
帳
も
、

そ
の
雛
形
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。



遠
坂
村
以
外
に
も
、

『鶴
牧
藩
日
記
』、

市
島
町
上
田
の
山
名
敬
重
家
文
書

『慶
長
元
年
よ
り
実
録
書
き
出
し
帳
』

柏
原
八
幡
宮
の
三
重
塔
再
建

（落
雷
に
よ
っ
て
焼
失
、
文
化
十
二
年
（１
８
１
５
）に
再
建
）

寄
付
金
集
め
の
記
録

な
ど
の
中
に
、
伊
能
忠
敬
関
連
の
記
述
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
宿
泊
地
の
文
書
が
多
い
で
す
。

歌
道
谷
村
の
『天
文
通
行
書
上
』
は
、

こ
の
た
び
初
め
て
詳
細
を
共
有
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
右
の
先
触
れ
の
い
う
「泊
村
の
間
の
村
々
」で
も

書
上
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
実
例
と
し
て
、

意
義
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。



伊能忠敬と高橋作左衛門

今泉又兵衛、門谷清次郎、
尾形鎌次郎について



こ
こ
で
改
め
て
、

歌
道
谷
村
『天
文
通
行
書
上
』に
名
前
の
出
て
く
る

天
文
方
の
人
物
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



「伊
能
勘
解
由
（か
げ
ゆ
）」と
あ
る
の
が
、
伊
能
忠
敬
の
こ
と
で
す
。

勘
解
由
と
い
う
の
は
、
伊
能
家
が
代
々
使
っ
て
い
た
隠
居
名
で
す
。

延
享
二
年
（１
７
４
５
）に
現
在
の
千
葉
県
九
十
九
里
町
で

名
主
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
た
忠
敬
は
、

宝
暦
十
二
年
（１
７
６
２
）に

千
葉
県
香
取
市
佐
原
の
伊
能
家
の
ミ
チ
と
結
婚
し
て
婿
養
子
と
な
り
ま
す
。



伊
能
家
は
酒
や
醤
油
の
醸
造
、
貸
金
業
を
営
ん
で
い
た
ほ
か
、

利
根
川
水
運
な
ど
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

佐
原
で
は
、
今
で
も
町
の
中
心
を
利
根
川
に
通
じ
る
小
野
川
が
流
れ
、

舟
が
運
行
さ
れ
、

商
家
が
川
沿
い
に
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

伊能忠敬旧宅







佐
原
で
の
忠
敬
は
商
家
の
主
人
と
し
て

家
業
を
広
げ
資
産
を
増
や
す
と
と
も
に
、

名
主
と
し
て
幕
府
や
領
主
と
の
交
渉
、

飢
饉
の
際
に
は
私
財
も
投
じ
て
救
済
事
業
を
す
る
な
ど
、

地
域
の
た
め
に
尽
く
し
ま
し
た
。

な
お
、
伊
能
家
で
は
、
先
祖
も
、
隠
居
後
に
多
く
の
記
録
を
ま
と
め
る
な
ど

大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
お
り
、

そ
の
事
も
、
忠
敬
の
後
の
行
動
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。















寛
政
六
年
（１
７
９
４
）、

隠
居
願
が
よ
う
や
く
領
主
に
認
め
ら
れ
た
忠
敬
は
、

家
督
を
長
男
の
景
敬
（か
げ
た
か
）に
譲
り
、

江
戸
に
て
暦
学
や
天
文
学
の
勉
強
を
す
る
た
め

準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

寛
政
七
年
（１
７
９
５
）、

五
十
歳
の
忠
敬
は
、
江
戸
の
深
川
黒
江
町
に
家
を
構
え



忠
敬
は

三
十
一
歳
の
高
橋
至
時((

よ
し
と
き)

の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
歌
道
谷
村
『天
文
通
行
書
上
』に
あ
る
「高
橋
作
左
衛
門
」は

至
時
の
息
子
で
、

文
化
元
年
（１
８
０
４
）に
死
去
し
た
父
を
継
い
で

幕
府
の
天
文
方
と
な
り
、

忠
敬
の
地
図
作
成
を
支
援
し
た

高
橋
景
保(

か
げ
や
す)

を
指
し
て
い
ま
す
。

（通
称
は
両
人
と
も
作
左
衛
門
）

葛飾北斎画
浅草天文台にて



忠
敬
の
測
量
は
蝦
夷
地
（北
海
道
）か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

寛
政
四
年
（１
７
９
２
）に

ロ
シ
ア
の
特
使
・ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
に
入
港
し
て
通
商
を
求
め
る
な
ど
、

幕
府
も
蝦
夷
地
調
査
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

す
ぐ
に
は
許
可
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

よ
う
や
く
寛
政
十
二
年
（１
８
０
０
）閏
四
月
十
九
日
、

忠
敬
一
行
は
自
宅
か
ら
蝦
夷
地
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

忠
敬
は
当
時
五
十
五
歳
。

富
岡
八
幡
宮
に
参
拝
後
、
浅
草
の
暦
局
に
立
ち
寄
り
、

奥
州
街
道
を
北
上
し
な
が
ら
測
量
を
始
め
た
の
で
し
た
。







丹
波
市
域
の
測
量
は
、

第
八
次
測
量
（九
州
第
二
次
）の
時
で
す
。

歌
道
谷
村
を
通
っ
た
と
き
に
は
数
え
で
七
十
歳
。

忠
敬
は
、
こ
の
第
八
次
測
量
の
出
発
に
あ
た
っ
て
は
、

息
子
の
景
敬(

か
げ
た
か)

宛
て
に

今
後
の
家
政
や
事
業
に
つ
い
て
の
教
訓
や
、

自
分
の
隠
居
資
金
の
分
配
に
つ
い
て
記
し
た
書
状
を
残
し
て
い
ま
す
。

万
一
の
事
も
覚
悟
し
て
の
測
量
だ
っ
た
の
で
す
。



第八次測量の際に 娘に送った 年賀の手紙



歌
道
谷
村
『天
文
通
行
書
上
』
に
は

伊
能
勘
解
由
忠
敬
だ
け
で
な
く
、

他
の
天
文
方
の
人
々
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
測
量
の
歴
史
に
名
を
残
し
て
い
る
人
物
で
す
。



「今
泉
又
兵
衛
」は
今
泉
又
兵
衛
直
利
の
こ
と
。

幕
府
の
同
心
（
庶
務
や
見
回
り
警
備
な
ど
を
担
当
す
る
役
人
）
で
、

暦
局
に
出
仕
し
、
高
橋
景
保
の
手
附
下
役
と
な
り
、

伊
能
測
量
の
第
八
次
測
量
、
つ
ま
り
歌
道
谷
村
を
通
っ
た
際
の
測
量
か
ら
、

伊
能
の
測
量
隊
に
参
加
し
た
人
物
で
す
。

こ
の
時
十
四
歳
。
測
量
後
は
地
図
の
作
成
も
担
当
し
ま
し
た
。

歌
道
谷
村
通
過
の
二
十
五
日
後
の

文
化
十
一
年
二
月
二
十
七
日
の
『測
量
日
記
』に
は
、

「
京
都
神
泉
苑
町
逗
留
。
今
泉
又
兵
衛
同
道
に
て
東
御
奉
行
所
へ
罷
出
、

等
持
院
測
量
人
足
差
支
之
儀
を
申
立
る
」
と
あ
り
ま
す
。



「門
谷
清
次
郎(

か
ど
や
せ
い
じ
ろ
う)

」は
門
谷
清
次
郎
常
久
。

第
五
次
測
量
の
時
に
、
伊
能
忠
敬
の
内
弟
子
と
し
て
従
事
、

後
に
高
橋
景
保
の
手
附
下
役
と
な
り
、

第
八
次
、
第
九
次
測
量
に
参
加
し
ま
し
た
。

歌
道
谷
村
に
来
た
際
に
は
三
十
一
歳
で
し
た
。



「尾
形
鎌
次
郎
」は
、

他
で
は
尾
形
顕
次
郎
、
尾
形
顕
二
郎
（毛
利
徳
山
藩
記
録
）

と
記
さ
れ
て
い
る
尾
形
顕
次
郎
慶
助
。

こ
の
時
二
十
九
歳
。

『種
子
島
家
譜
』（種
子
島
家
の
公
式
史
書
）に
は

文
化
九
年
（１
８
１
２
）に
伊
能
忠
敬
や
門
谷
清
次
郎
と
と
も
に

種
子
島
を
測
量
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

確
か
に
第
八
次
測
量
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。



伊
能
忠
敬
記
念
館
の
元
館
長
・佐
久
間
達
夫
氏
は
、

第
五
次
測
量
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
五
次
は
文
化
二
年
（１
８
０
５
）に
開
始
し

東
海
道
～
紀
伊
半
島
～
大
阪
～
琵
琶
湖
～

瀬
戸
内
海
沿
岸
～
下
関
～
山
陰
沿
岸
～
隠
岐
～
敦
賀

を
測
量
し
ま
し
た
。

こ
の
測
量
か
ら
、
幕
府
直
轄
事
業
と
な
っ
た
の
で
、

責
任
を
感
じ
た
忠
敬
は
、

隊
員
に
旅
先
で
の
心
得
を
記
し
た
宣
誓
文
を
示
し
、

血
判
を
捺
さ
せ
る
ま
で
し
て
臨
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
文
化
三
年
（１
８
０
６
）四
月
末
日
、

忠
敬
は
マ
ラ
リ
ア
を
患
い

七
月
末
ま
で
は
隊
員
と
は
別
行
動
を
と
り
ま
し
た
。



す
る
と
、
隊
員
の
中
に

宿
舎
で
酒
宴
を
開
い
た
り

献
立
内
容
に
文
句
を
言
っ
た
り
す
る
者
が
出
た
う
え
、

そ
の
事
が
幕
府
天
文
方
の
耳
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
忠
敬
は
親
戚
で
内
弟
子
だ
っ
た
二
人
を
破
門
、

三
人
を
謹
慎
処
分
と
し
ま
し
た
が
、

そ
の
三
人
の
う
ち
の
一
人
が
尾
形
顕
次
郎
だ
っ
た
の
で
す
。



な
お
、
遠
坂
村
に
残
る
「先
触
」の
中
の

「一
汁
一
菜
」の
指
示
も
こ
れ
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

尾
形
は
そ
の
後
許
さ
れ
て
第
八
次
測
量
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
、

歌
道
谷
村
の
文
書
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
ま
す
。

一
、
賄
方
之
義
、
休
泊
共
御
定
之
木
銭
・米
代
、
相
払
候
間
、

所
ニ
有
合(

あ
り
あ
わ
せ)

候
品
ニ
而
、

一
汁
一
菜
之
外
、
可
為
無
用
候

〈…

略…

〉



の
ち
に
、

尾
形
以
外
の
二
人
は
、

高
橋
景
保
と
と
も
に
悲
劇
に
み
ま
わ
れ
ま
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
す
。

文
政
十
一
年
（
１
８
２
８
）
、

帰
国
す
る
ド
イ
ツ
人
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
の
所
持
品
中
に

禁
制
品
の
日
本
地
図
な
ど
が
発
見
さ
れ
、

数
十
名
の
関
係
者
が
処
分
さ
れ
た
事
件
で
す
。

1796年～ 1866年

事件当時は、32歳だった。

高橋景保は43歳、

友人として情報交換をしていた



地
図
の
贈
主
だ
っ
た
高
橋
景
保
は
獄
死
、

今
泉
又
兵
衛
も
処
罰
さ
れ
、

門
谷
清
次
郎
は
江
戸
追
放
と
な
り
ま
し
た
。



シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
関
係
者
判
決
文(

文
政
1
３
年
）

原
文
：
内
閣
文
庫
文
政
雑
記

二
丸
火
之
番

御
書
物
奉
行

天
文
方
兼

高
橋
作
左
衛
門
手
付
暦
作
測
量

御
用
手
伝
出
役

下
川
辺
林
右
衛
門

其
方
儀
去
ル
戌
年
阿
蘭
陀
人
為
拝
礼
参
府
、
長
崎
屋
源

右
衛
門
方
逗
留
中
、
高
橋
作
左
衛
門
義
異
国
地
誌
取
調
御
用

ニ
付
蘭
人
と
対
話
致
候
間
、
参
候
様
申
ニ
付
同
道
致
、
其
上
作

左
衛
門
義
外
科
シ
ー
ホ
ル
ト
所
持
致
候
書
籍
地
図
御
用
ニ
可

立
品
と
存
込
、
懇
望
致
候
得
共
容
易
ニ
手
放
不
申
候
間
、
忍
ひ

ニ
而
夜
分
度
々
罷
越
、
懇
意
を
結
ひ
右
品
貰
請
代
り
と
し
て

御
製
禁
之
義
者
乍
存
日
本･

蝦
夷
測
量
之
地
図
・
其
外
品

々
相
送
候
義
、
最
初
者
御
用
向
と
の
み
心
得
、
追
而
者
右

次
第
承
り
候
上
者

御
国
禁
之
儀
向
様
ニ
も
差
留
不
相
用

候
而
不
容
易
義
ニ
付
、
其
筋
へ
可
申
立
処
無
其
儀
作
左
衛
門

取
斗
候
儀
故
、
子
細
ハ
有
之
間
敷
と
存
候
迚
同
人
侭
指
図

川
口
源
次
外
四
人
江
申
達
、
日
本
図･

蝦
夷
カ
ラ
フ
ト
・
ク
ナ
シ
リ

よ
り
エ
ト
ロ
フ
・
ウ
ル
ッ
フ
辺
迄
引
続
候
絵
図
三
枚
測
量
之
内
、

長
崎
地
図
を
も
仕
立
、
作
左
衛
門
江
差
出
乍
置
、
尋
之
上

同
人
と
申
口
を
合
、
品
能
申
陳
、

川
口
源
次
外
四
人
：

吉
川
克
蔵
、
門
谷
清
次
郎
、
永
井
甚
左
衛
門
、
岡
田
東
輔
。

何
れ
も
景
保
配
下
地
図
作
成
チ
ー
ム
で
同
心
ク
ラ
ス
。

シ
ー
ボ
ル
ト
に
渡
す
べ
き
地
図
を
製
作
し
た
廉
で

川
口
、
吉
川
、
門
谷
の
三
人
は
江
戸
十
里
四
方
追
放
（日
本
橋
か
ら
四
方
五
里
以
内
の
居

住
を
禁
じ
ら
れ
る
）
、
永
井
は
江
戸
払
（品
川
、
板
橋
、
千
住
、
本
所
、
深
川
、
四
谷
大
木
戸
以
内

の
居
住
を
禁
じ
ら
れ
る
）
、
岡
田
は
自
殺



も
ち
ろ
ん
、
歌
道
谷
村
を
通
っ
た
時
に
は

十
四
年
後
の
悲
劇
を
予
感
す
る
こ
と
も
な
く
、

一
行
は
使
命
感
と
希
望
に
満
ち
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

古
文
書
の
、
た
っ
た
数
行
で
す
が
、

そ
の
数
行
か
ら
、

古
希
を
迎
え
て
な
お
情
熱
を
保
ち
続
け
た
忠
敬
、

彼
を
支
え
た
若
者
た
ち
の
息
遣
い
も

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



ご清聴ありがとうございました

今後も地域ならではの史料を、皆さまとご一緒に研究していきたいと思います。


